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■施策事前評価　　22年度の組立て

自
己
評
価

後期計画に向けた施策展開のビジョン H22年度の狙い

今後の
方向性

生涯学習の「地域協働団体等支援事業」の中の学校支援ボランティ
アの中で推進することとと、地域人材の活用しながらの学校のサ
ポートを後方支援し行くこととする

施策体系を再検討し居場所づくりの施策に統合していくことを検討していく。

廃止方向

指標②： 計　　画

実　　績

216,000

年　　度 19年度

決　　算

18年度

当　　初 20,000 3,100,000

9,878

環
境
変
化

１２人／4校

学校と地域が連携した子育て

施　策　の　評　価　指　標 年　　度基　　準　　値
指標①：学校支援ボランティア数1校当り
人数（人／校）

18年度 20年度

施
策
目
的

学校と地域がより密接に関係するために、地域住民やＰＴＡの中から自主的に活動できる
地域パートナーを産み出し、学校支援ボランティア等と連携しながら、地域人材を活用した
学校のサポート体制が図れるよう支援します。（※「高根沢町地域経営計画2006」からの抜
粋）

学校と地域が連携し一体となって、子ども達を健全に育していく体制を整備することで、こ
れからの町を担っていく子ども達のこころの育成を図る。

施
策
内
容

2-4-5
※高根沢町地域経営計画2006　該当ページ 92

施　策　名

戸井田　和　明
担当部課

21年度

0

１５人／5校 18人／６校９人／3校6人／2校

26人/3校

22年度19年度
平成16年度

0人 194人/5校実　　績

計　　画

施策に係る事業費（傘下事務事業費計）の推移

20年度 22年度21年度

2,681,700 164,120

教育部 こどもみらい課
児童福祉担当担　当

リーダー

◆◇　指標に関する特記事項　◇◆

指標③： 計　　画

実　　績

指標④： 計　　画

実　　績

施策傘下事務事業 事業費 活動指標（アウトプット） 事業の実施によって、施策達成にどう貢献しますか？（アウトカム）

①地域協働団体等支援事業費 　(再掲） 0
ボランティアメッセ参加人数（単
位：人）

関係機関との連携を図りながら、団体の主体的な活動に対し側面的に支援することで、住民のパワーを最大限に引き出し、地域
協働の本旨に沿って団体の事業展開を促進します。また、学校支援ボランティアの活動を活性化させることで、地元の学校への関
心を高め、児童生徒との交流を図ります。

H22
計画 0

１００人
今後の方向性
（総合評価） 条件付継続

②

H22
計画 今後の方向性

（総合評価）

③

H22
計画

④

H22
計画 今後の方向性

（総合評価）

今後の方向性
（総合評価）

今後の方向性
（総合評価）

⑤

H22
計画

総
合
評
価

総合評価
施策展開を、生涯学習課との連携に整理したことを評価する。
具体的な後方支援策については充分に調整すること。


